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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第67期

第２四半期連結
累計期間

第68期
第２四半期連結
累計期間

第67期
第２四半期連結
会計期間

第68期
第２四半期連結
会計期間

第67期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ７月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (千円) 17,488,97311,648,8919,245,5695,985,16530,641,318

経常利益又は
経常損失(△)

(千円) 827,581△210,611 410,899△46,596 594,938

四半期純利益又は四半
期(当期)純損失(△)

(千円) 310,255△261,386 121,200△106,776△19,810

純資産額 (千円) ― ― 20,456,62918,692,44118,409,925

総資産額 (千円) ― ― 28,758,28125,230,12025,397,130

１株当たり純資産額 (円) ― ― 989.39 903.17 892.43

１株当たり四半期純利
益金額又は四半期(当
期)純損失金額(△)

(円) 15.50 △13.06 6.06 △5.33 △0.99

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 68.9 71.7 70.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 978,5531,056,555 ― ― 2,600,253

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,121,326△1,087,397 ― ― △1,865,534

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △122,197△41,148 ― ― 193,121

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 4,048,4894,924,8544,910,441

従業員数 (名) ― ― 1,601 1,456 1,626

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　第68期第２四半期連結累計期間及び第68期第２四半期連結会計期間並びに第67期の潜在株式調整後１株当た

り四半期(当期)純利益金額については、１株当たり四半期(当期)純損失であり、また、潜在株式がないため記

載しておりません。なお、第67期第２四半期連結累計期間及び第67期第２四半期連結会計期間の潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 1,456

(注) １　従業員数は就業人員数(当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出

向者を含む。)であります。

２　従業員の減少(170名)は、自動車部品を中心とした売上減少の影響による連結子会社の余剰人員整理が主な要

因であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 539

(注)　従業員数は就業人員数(当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。)であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社グループの製品は多種多様にわたり、同種の製品でも仕様(口径・肉厚・長さ等)が一様でないため、

事業部門別に生産規模及び受注規模を金額あるいは数量で示すことはしておりません。

このため生産及び受注の状況については、「４　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」における各部門別の業績に関連付けて示しております。

　

(1) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業部門の名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

ホース 1,732,841 △25.5

ゴムシート 1,014,698 △26.1

成形品 3,004,434 △42.0

その他 233,190 △36.3

合計 5,985,165 △35.3

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

本田技研工業㈱ 3,999,716 43.3 2,179,805 36.4

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に対する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が

判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、国内外の経済対策効果による輸出の持ち直しや在

庫調整の進展を背景に景気が回復傾向を辿っておりますが、失業率の上昇による雇用環境の悪化が続い

ており、国内需要は依然として脆弱なものとなっております。

このような環境の下、当社グループは営業力及び開発力の強化や固定費の削減に取り組んでまいりま

したが、自動車需要の低迷や設備投資、住宅着工の減少の影響を受けることとなり、当第２四半期連結会

計期間の業績は、売上高5,985百万円(前年同四半期比3,260百万円 35.3％減少)、営業損失13百万円(前年

同四半期は営業利益404百万円)、経常損失46百万円(前年同四半期は経常利益410百万円)、四半期純損失

106百万円(前年同四半期は四半期純利益121百万円)となりました。

部門別の売上状況は次のとおりであります。

①　ホース部門

国内ではエアコン等の家電用ホースが低迷したことに加え、機械設備用・住宅用等の産業用ホースが

減少しました。海外では、米国で生産する産業用ホースが景気低迷及び円高による為替の影響により減少

したほか、マレーシア及びタイで生産する家電用ホースが減少しました。この結果、ホース部門全体の売

上高は1,732百万円(前年同四半期比592百万円 25.5％減少)となりました。

なお、生産高及び受注高(販売価格ベース・当社単独ベース)はそれぞれ620百万円(前年同四半期比228

百万円 26.9％減少)、928百万円(前年同四半期比342百万円 27.0％減少)となりました。

②　ゴムシート部門

玄関用マットが景気悪化により減少したことに加え、汎用シートや自動車産業向けシートなど全般に

わたり減少しました。この結果、ゴムシート部門全体の売上高は1,014百万円(前年同四半期比358百万円

26.1％減少)となりました。

なお、生産高及び受注高(販売価格ベース・当社単独ベース)はそれぞれ988百万円(前年同四半期比296

百万円 23.1％減少)、1,018百万円(前年同四半期比401百万円 28.3％減少)となりました。

③　成形品部門

国内及び米国、タイを中心に自動車向け需要の低迷及び円高による為替の影響を受け減少しました。こ

の結果、成形品部門全体の売上高は3,004百万円(前年同四半期比2,176百万円 42.0％減少)となりまし

た。

なお、生産高及び受注高(販売価格ベース・当社単独ベース)はそれぞれ250百万円(前年同四半期比157

百万円 38.7％減少)、1,629百万円(前年同四半期比662百万円 28.9％減少)となりました。

④　その他部門

国内におきまして、自動車メーカー向け新規受注による金型や試作品の販売を中心に233百万円(前年

同四半期比133百万円 36.3％減少)となりました。

なお、生産高及び受注高(販売価格ベース・当社単独ベース)はそれぞれ69百万円(前年同四半期比17百

万円 33.0％増加)、216百万円(前年同四半期比177百万円 45.1％減少)となりました。

所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

①　日本

　金融危機以降の自動車・家電需要の低迷、設備投資の減少の影響を受け、全ての部門において売上が減

少しました。

　この結果、売上高は3,943百万円(前年同四半期比1,544百万円 28.1％減少)、営業損失は44百万円(前年
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同四半期は営業利益50百万円)となりました。

②　米国

自動車部品は北米自動車市場の低迷の影響を受け売上が大幅に減少し、産業用ホースも景気後退によ

る影響を大きく受けました。

この結果、売上高1,336百万円(前年同四半期比1,334百万円 50.0％減少)、営業損失は80百万円(前年同

四半期は営業利益26百万円)となりました。

③　アジア

自動車部品は欧米及び東南アジアにおける自動車市場の低迷の影響を受け、家電用ホースも需要減少

により厳しい状況が続きました。

この結果、売上高939百万円(前年同四半期比554百万円 37.1％減少)、営業利益は42百万円(前年同四半

期比179百万円 80.6％減少)となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて167百万円減少し、25,230百万円

となりました。主な要因は、投資有価証券の増加112百万円、受取手形及び売掛金の減少297百万円、有形固

定資産の減少181百万円等によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べて449百万円減少し、6,537百万円となりました。主な要因は、支払手形

及び買掛金の減少373百万円等によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べて282百万円増加し、18,692百万円となりました。主な要因は、為替

換算調整勘定の増加452百万円、利益剰余金の減少301百万円等によるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物(以下、資金という。)は、第１四半期連結会計

期間末に比べ279百万円増加(6.0％増加)し、当第２四半期連結会計期間末には4,924百万円となりまし

た。

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

営業活動の結果得られた資金は、785百万円(前年同四半期比21.7％増加)となりました。収入の主な内

訳は、減価償却費433百万円、たな卸資産の減少額116百万円、仕入債務の増加額137百万円であり、支出の

主な内訳は、税金等調整前四半期純損失57百万円、売上債権の増加額66百万円等であります。

投資活動の結果支出した資金は、402百万円(前年同四半期比0.3％減少)となりました。支出の主な内訳

は、定期預金の預入による支出191百万円、有形及び無形固定資産の取得による支出207百万円等でありま

す。

財務活動の結果支出した資金は、80百万円(前年同四半期比73.0％減少)となりました。収入の主な内訳

は、長期借入れによる収入150百万円であり、支出の主な内訳は、短期借入金の返済による支出79百万円、

長期借入金の返済による支出150百万円等であります。

　

EDINET提出書類

タイガースポリマー株式会社(E01024)

四半期報告書

 6/32



(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内

容等(旧会社法施行規則第127条各号に掲げる事項)は次のとおりであります。

Ⅰ　基本方針の内容

当社は、上場会社であります以上、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方について

は、株主の皆さまが所有する当社株式の市場での自由な取引を通じて決まるべきものであり、当社株式

の大量買付その他これに類似する行為又はその提案(以下「買付等」といい、買付等を行う者を「買付

者等」といいます)がなされた場合、これに応じるか否かの判断も、最終的には株主の皆さまの意思に

基づき行われるべきであると考えております。

　しかし、株式の買付等の中には、その目的等からみて、対象となる会社の企業価値を損ね、あるいは株

主の皆さまの共同の利益に反するものも少なからず存在します。

　当社株式の買付者等が、当社の経営理念、経営の基本方針を理解せず、短期的な効率性を追求して特定

分野から撤退してバランス経営を損ねたり、研究開発費用の大幅な削減をして技術開発を停滞させた

りするなど、中・長期的な観点からの継続的な経営理念、経営の基本方針に反する行為をとれば、当社

が創業以来育んできた企業価値が著しく損なわれ、株主の皆さまの共同の利益が害されることになり

えます。

したがって、当社は、当社の企業価値が毀損され、株主の皆さまにとって不本意な形で不利益が生じ

る可能性があると結論づけられる当社株式の買付等を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を

支配する者としては適切でないと考えます。

　

Ⅱ　当社の財産の有効な活用、適切な企業集団の形成その他の基本方針の実現に資する特別な取組み

タイガースポリマーグループ(以下「当社グループ」といいます)は、投資家の皆さまに長期的に投

資を継続していただくため、その企業価値及び株主の皆さまの共同の利益を向上させる取組みとして、

下記経営理念に基づき、経営の基本方針を定め、具体的な施策を展開しております。

１．経営理念

①経済活動を通して付加価値を生み出し、広く社会に貢献する。

②株主の皆さまをはじめ従業員、取引先、社会等すべてのステークホルダーの信頼と期待に応える。

③企業の発展と永続性確保のため、市場の変化にすばやく対応し、常に顧客指向を「信念」として、

その実現のために多種多様な変化に対し、「柔軟」に対応していく。
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２．経営の基本方針

①３つの基本技術(ホースを作る技術、シートを作る技術、モールド(成形品)を作る技術)をもとに製

造した製品を４つの市場(家電・ＯＡ、自動車、土木・建築・住宅、産業資材)に供給し、バランスの

とれた経営を指向する。

②参加したそれぞれの市場で高シェアを獲得すべく経営資源の集中化を図る。

③海外で需要のある国に子会社を展開し、現地生産、現地販売を基本に最適地での生産を行う。

④技術開発に力を注ぎ、優れた技術により品質、効率、生産スピード等の面で他社との差別化を図る。

３．経営の基本方針に基づき実施している具体的施策

①国内４支店及び営業企画部の営業活動により、国内の売上増加を推進するとともに、営業企画部と

海外６拠点のグローバルな活動により、連結売上高の拡大を推進しております。具体的には、販売

ルートの積極的開拓・見直し、販売価格の適正水準の維持、首都圏営業力の強化などに努めるとと

もに、自動車部品及び家電用・産業用ホースの生産・販売を最も効率的に行うために、生産コスト

・物流・為替等を総合的に勘案の上、最適地生産、最適地調達を推進しております。

②取引先のニーズに的確・迅速に対応するため、また収益力を高めるために、開発研究所に資源を投

入し、機械・設備能力の向上や新製品の開発などに注力しております。開発された新製品をもと

に、国内営業部門においては、随時新製品発表会を開催し、顧客の開拓に努めております。

③工場における合理化や生産性の向上を徹底的に進めております。具体的には、ロス不良の低減、段

取り時間短縮、スピードアップ等に努めコスト低減を図っております。

④品質、安全、環境対策に注力し、環境関連法の遵守、ＩＳＯの徹底展開を図っております。

⑤拡大する海外子会社の管理の手法を洗練させるため、子会社管理規定を充実させるとともに、新し

い在庫管理システムの導入を進めております。

⑥これらの施策を効果的に推進するため、海外子会社と国内との人事ローテーションを計画的、活発

に行い、グローバルな人材の育成に努力しております。

⑦金融商品取引法に基づく内部統制については、監査法人、コンサルタントのノウハウを吸収して、

着実な運用を図っております。

４．コーポレートガバナンス強化への取組み

当社グループは、経営理念に定める「ステークホルダーの信頼と期待に応える」ため、コーポレー

トガバナンスの強化に取り組んでおります。その一環として、監査役３名(うち社外監査役２名)を選

任し、重要会議への出席を励行するとともに、監査室を設置することにより、効率的な内部統制シス

テムを構築し、経営の合理化・能率化及び職務の適正な遂行を図っております。
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Ⅲ　基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止す

るための取組み

当社は、平成20年６月24日開催の第66期定時株主総会において株主の皆さまの承認を受け、「当社株

式の大量買付行為等が行われた場合の対応策(買収防衛策)」(以下「本プラン」といいます)を導入い

たしました。

本プランは、買付等が行われる際に、買付者等が遵守すべき手続を明確にし、株主の皆さまが適切な

判断をするために必要かつ十分な情報と時間を確保するとともに、当社取締役会及び特別委員会によ

る買付者等との交渉の機会を確保することにより、基本方針に照らして不適切な者によって、当社の財

務及び事業の方針の決定が支配されることを防止し、当社の企業価値及び株主の皆さまの共同の利益

を確保し、向上させることを目的としております。

本プランでは、当社が発行者である株券等について、「保有者の株券等保有割合が20％以上となる買

付等」または「公開買付に係る株券等の株券等所有割合及びその特別関係者の株券等所有割合の合計

が20％以上となる公開買付」を対象としております。このような買付等が行われる場合、当社取締役会

は、買付者等に対して必要な情報の提出を求めるとともに、速やかに当社取締役会から独立した特別委

員会を設置します。この特別委員会は、客観性及び合理性を確保するため、当社経営陣及び買付者等か

らの独立性が高い社外監査役２名に有識者１名を加えた合計３名で構成します。

特別委員会は、買付者等からの情報、当社取締役会からの情報、代替案等を受領後、当社の企業価値及

び株主の皆さまの共同の利益を確保するという観点から、その内容を検討いたします。なお、特別委員

会は、当社の費用で独立した第三者の助言を得ることができ、また、必要に応じて、買付者等と協議、交

渉を行います。特別委員会は、買付者等の買付等の内容の検討、買付者等との交渉の結果、買付者等によ

る買付等が「本プランに定める手続を遵守しない」または「当社の企業価値及び株主の皆さまの共同

の利益を著しく侵害するおそれのある」場合のいずれかに該当し、対抗措置を発動することが相当と

判断した場合には、当社取締役会に対して対抗措置の発動を、一方、買付者等による買付等が「本プラ

ンに定める手続を遵守しない」または「当社の企業価値及び株主の皆さまの共同の利益を著しく侵害

するおそれのある」場合のいずれにも該当しない、または該当しても対抗措置を発動することが相当

ではないと判断した場合には、当社取締役会に対して、対抗措置の不発動を勧告します。

当社取締役会は、原則として特別委員会の勧告を受け入れ、対抗措置の発動または不発動の決議を行

うものとします。また、対抗措置の発動内容が株主総会の決議を必要とする場合には、その招集を行い

ます。

本プランによる対抗措置として新株予約権の無償割当がなされることとなった場合、当社取締役会

が定める一定の日における最終の株主名簿に記載または記録された全ての株主に対し、「買付者等に

よる権利行使は認められないとの行使条件」及び「当社が買付者等以外の者から当社株式一株と引換

えに新株予約権一個を取得する旨の取得条項」が付された新株予約権を、その有する株式一株につき

新株予約権一個の割合で無償割当を行います。

なお、新株予約権の無償割当を行った場合、買付者等以外の株主の皆さまの保有する当社株式全体と

しての価値の希釈化は生じませんが、当社株式一株当たりの価値の希釈化は生じます。
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本プランの有効期間は、平成20年６月24日開催の定時株主総会の終結の時から平成22年度定時株主

総会の終結の時までの約２年間とし、本プランの有効期間の満了前であっても、取締役会または株主総

会の決議によって本プランを廃止または変更することができます。

(注)本プランの詳細につきましては、当社ホームページに掲載しております。 

　　　　http://tigers.jp/ir/etc.html

　

Ⅳ　上記取組みに対する当社取締役会の判断及びその理由

当社取締役会は、上記各取組みが、当社の企業価値及び株主の皆さまの共同の利益を損なうものでは

なく、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針の内容に沿ったもの

であり、かつ、当社経営陣の地位の維持を目的とするものではないと判断しております。

その理由といたしまして、上記Ⅱの取組みにつきましては、当社の財産の有効な活用、適切な企業集

団の形成等を目的とするものであり、これらの取組みによって、当社の企業価値はより向上するものと

考えております。また、上記Ⅲの取組みにつきましては、本プランは、株主総会において株主の皆さまの

ご承認を得て導入されたものであること、有効期間を２年間に限定し、株主総会または取締役会の決議

により、いつでも廃止することができること、当社取締役会における本プランの発動または不発動の決

議は、原則として特別委員会の勧告に従うこと、特別委員会は、当社の費用で独立した第三者の助言を

得ることができることなどから、本プランが当社の企業価値及び株主の皆さまの共同の利益を損なう

ものではなく、かつ、当社経営陣の地位の維持を目的とするものではないと考えております。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は218百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,111,59820,111,598

東京証券取引所
(市場第一部)
大阪証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は
100株であります。

計 20,111,59820,111,598― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年９月30日 ─ 20,111 ─ 4,149,555 ─ 3,900,524
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(5) 【大株主の状況】

平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

澤　田　博　行 兵庫県芦屋市 1,400 6.96

タイガー興産有限会社 兵庫県宝塚市中州一丁目11番13号 1,315 6.54

タイガース取引先持株会 大阪府豊中市新千里東町一丁目４番１号 1,004 5.00

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 979 4.87

Ｔ.Ｐ.Ｃ持株会 大阪府豊中市新千里東町一丁目４番１号 905 4.50

澤　田　宏　治 兵庫県芦屋市 858 4.27

株式会社京都銀行 京都市下京区烏丸通松原上ル薬師前町700 776 3.86

タイガースポリマー従業員持株会 大阪府豊中市新千里東町一丁目４番１号 514 2.56

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６番６号 504 2.51

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社(信託口)

東京都港区浜松町二丁目11番３号 485 2.41

計 ― 8,744 43.48

(注) １　Ｔ．Ｐ．Ｃ持株会は、当社仕入先のグループであります。

２　上記の所有株数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)　　485千株
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 96,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式19,981,700 199,817 ―

単元未満株式 普通株式 33,898 ― ―

発行済株式総数 20,111,598 ― ―

総株主の議決権 ― 199,817 ―

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
タイガースポリマー㈱

大阪府豊中市新千里東町
一丁目４番１号

96,000 ― 96,000 0.48

計 ― 96,000 ― 96,000 0.48

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 350 405 433 420 462 430

最低(円) 311 319 358 363 370 376

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表については、監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、当第２四半期

連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成21年４

月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツによ

り四半期レビューを受けております。

なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって、有限責任監査法人

トーマツとなりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,105,221 5,621,085

受取手形及び売掛金 5,257,219 5,554,375

商品及び製品 1,301,782 1,311,321

仕掛品 171,264 210,345

原材料及び貯蔵品 829,232 948,806

繰延税金資産 152,893 111,960

その他 266,258 420,437

貸倒引当金 △16,371 △22,692

流動資産合計 14,067,501 14,155,639

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 8,071,641 7,924,466

減価償却累計額 △4,682,716 △4,515,105

建物及び構築物（純額） 3,388,924 3,409,361

機械装置及び運搬具 17,971,033 17,326,351

減価償却累計額 △15,025,777 △14,171,948

機械装置及び運搬具（純額） 2,945,256 3,154,402

工具、器具及び備品 5,817,282 5,767,988

減価償却累計額 △5,231,082 △5,163,512

工具、器具及び備品（純額） 586,199 604,475

土地 1,623,476 1,597,708

建設仮勘定 719,384 678,472

有形固定資産合計 9,263,241 9,444,419

無形固定資産 244,185 252,010

投資その他の資産

投資有価証券 1,216,079 1,103,583

繰延税金資産 197,429 199,623

その他 251,081 251,253

貸倒引当金 △9,398 △9,398

投資その他の資産合計 1,655,190 1,545,061

固定資産合計 11,162,618 11,241,491

資産合計 25,230,120 25,397,130
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,315,372 2,688,951

短期借入金 1,650,000 1,650,000

1年内返済予定の長期借入金 － 150,000

未払金 926,832 881,007

未払法人税等 44,271 54,780

賞与引当金 181,524 185,557

役員賞与引当金 1,110 1,500

その他 67,359 270,545

流動負債合計 5,186,471 5,882,341

固定負債

長期借入金 150,000 －

退職給付引当金 896,460 752,301

役員退職慰労引当金 － 244,633

繰延税金負債 16,904 14,799

その他 287,842 93,128

固定負債合計 1,351,207 1,104,863

負債合計 6,537,679 6,987,204

純資産の部

株主資本

資本金 4,149,555 4,149,555

資本剰余金 3,900,679 3,900,682

利益剰余金 10,822,333 11,123,751

自己株式 △51,204 △51,048

株主資本合計 18,821,364 19,122,940

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 154,793 91,136

為替換算調整勘定 △898,661 △1,351,314

評価・換算差額等合計 △743,868 △1,260,178

少数株主持分 614,944 547,163

純資産合計 18,692,441 18,409,925

負債純資産合計 25,230,120 25,397,130
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(2) 【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年９月30日)

売上高 17,488,973 11,648,891

売上原価 14,246,577 9,855,611

売上総利益 3,242,396 1,793,279

販売費及び一般管理費 ※
 2,473,868

※
 1,998,549

営業利益又は営業損失（△） 768,528 △205,270

営業外収益

受取利息 19,203 12,966

受取配当金 21,911 15,175

不動産賃貸料 12,818 8,811

助成金収入 － 22,594

その他 34,873 20,163

営業外収益合計 88,806 79,712

営業外費用

支払利息 10,515 12,350

不動産賃貸原価 2,518 2,417

為替差損 12,158 64,956

その他 4,560 5,329

営業外費用合計 29,753 85,053

経常利益又は経常損失（△） 827,581 △210,611

特別利益

固定資産売却益 169 6

貸倒引当金戻入額 3,600 1,934

特別利益合計 3,770 1,940

特別損失

固定資産売却損 1,061 297

固定資産除却損 5,340 11,651

たな卸資産評価損 90,802 －

特別損失合計 97,204 11,948

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

734,147 △220,620

法人税、住民税及び事業税 298,016 85,360

法人税等調整額 64,095 △80,835

法人税等合計 362,112 4,525

少数株主利益 61,779 36,240

四半期純利益又は四半期純損失（△） 310,255 △261,386
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
 至 平成21年９月30日)

売上高 9,245,569 5,985,165

売上原価 7,582,240 5,008,877

売上総利益 1,663,328 976,288

販売費及び一般管理費 ※
 1,258,417

※
 990,039

営業利益又は営業損失（△） 404,911 △13,751

営業外収益

受取利息 10,587 6,827

受取配当金 1,758 866

不動産賃貸料 6,423 4,415

助成金収入 － 4,258

その他 14,200 13,854

営業外収益合計 32,969 30,222

営業外費用

支払利息 6,048 7,157

不動産賃貸原価 1,110 1,050

為替差損 15,922 51,099

その他 3,899 3,759

営業外費用合計 26,981 63,067

経常利益又は経常損失（△） 410,899 △46,596

特別利益

固定資産売却益 169 0

特別利益合計 169 0

特別損失

固定資産売却損 1,061 266

固定資産除却損 2,268 10,631

特別損失合計 3,330 10,897

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

407,739 △57,493

法人税、住民税及び事業税 225,374 47,421

法人税等調整額 26,250 △16,690

法人税等合計 251,625 30,730

少数株主利益 34,914 18,551

四半期純利益又は四半期純損失（△） 121,200 △106,776
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

734,147 △220,620

減価償却費 1,061,373 859,602

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11,233 △7,125

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △19,450 △390

受取利息及び受取配当金 △41,114 △28,142

支払利息 10,515 12,350

為替差損益（△は益） 304 59,919

固定資産除却損 5,340 11,651

売上債権の増減額（△は増加） △268,475 383,944

たな卸資産の増減額（△は増加） △11,148 351,308

仕入債務の増減額（△は減少） △81,942 △420,855

その他 △185,891 △53,758

小計 1,192,424 947,885

利息及び配当金の受取額 44,318 26,910

利息の支払額 △13,890 △2,989

法人税等の支払額 △244,298 84,748

営業活動によるキャッシュ・フロー 978,553 1,056,555

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △443,313 △479,846

定期預金の払戻による収入 300,140 1,528

有価証券の取得による支出 △81,743 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △850,914 △602,373

投資有価証券の取得による支出 △4,838 △4,390

その他 △40,657 △2,316

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,121,326 △1,087,397

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,450,000 79,208

短期借入金の返済による支出 △1,150,000 △79,208

長期借入れによる収入 － 150,000

長期借入金の返済による支出 △300,000 △150,000

自己株式の売却による収入 47 3

自己株式の取得による支出 △404 △180

配当金の支払額 △120,221 △39,891

少数株主への配当金の支払額 △1,620 △1,080

財務活動によるキャッシュ・フロー △122,197 △41,148

現金及び現金同等物に係る換算差額 △111,806 86,403

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △376,777 14,413

現金及び現金同等物の期首残高 4,425,266 4,910,441

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,048,489

※
 4,924,854
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)及び当第２四半期連結会計期

間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年９月30日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラン

ニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当社は、平成21年３月９日開催の取締役会において、同年３月31日をもって役員退職慰労金制度を廃止すること

を決議し、平成21年６月23日開催の第67期定時株主総会において、役員退職慰労金を打ち切り支給することを決議

いたしました。

これに伴い、役員退職慰労引当金の残高239,153千円を取崩し、長期未払金として固定負債「その他」に含めて

表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末 

(平成21年９月30日)
前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

手形裏書譲渡高 22,800千円
　

手形裏書譲渡高 36,122千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用の内訳は、次

のとおりであります。

運賃及び荷造費 429,258千円

給料及び手当 445,545　

賞与引当金繰入額 90,022　

役員賞与引当金繰入額 20,350　

退職給付費用 65,643　

役員退職慰労引当金繰入額 6,957　

研究開発費 540,539　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用の内訳は、次

のとおりであります。

運賃及び荷造費 324,467千円

給料及び手当 477,934　

賞与引当金繰入額 45,290　

役員賞与引当金繰入額 1,110　

退職給付費用 71,234　

研究開発費 444,801　

　 　 　

　 　

　

第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用の内訳は、次

のとおりであります。

運賃及び荷造費 216,679千円

給料及び手当 223,719　

賞与引当金繰入額 52,971　

役員賞与引当金繰入額 10,165　

退職給付費用 32,464　

役員退職慰労引当金繰入額 3,480　

研究開発費 269,467　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用の内訳は、次

のとおりであります。

運賃及び荷造費 165,380千円

給料及び手当 224,336　

賞与引当金繰入額 27,089　

役員賞与引当金繰入額 555　

退職給付費用 35,307　

研究開発費 218,284　

　 　 　

　 　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

※　現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末

残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係（平成20年９月30日現在）

現金及び預金勘定 5,059,029千円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△1,010,539　

現金及び現金同等物 4,048,489千円
 

※　現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末

残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係（平成21年９月30日現在）

現金及び預金勘定 6,105,221千円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△1,180,366　

現金及び現金同等物 4,924,854千円

　

EDINET提出書類

タイガースポリマー株式会社(E01024)

四半期報告書

22/32



(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　

至　平成21年９月30日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 20,111,598

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 96,048

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月23日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 40,031 ２ 平成21年３月31日 平成21年６月24日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結会計期

間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１

日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

当社グループは、製品の種類・性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種・同系列の各種部

品及び部品素材の製造を業とする単一事業ですので、開示の対象となるセグメントはありません。

　

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　

　
日本
(千円)

米国　
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

5,279,4202,668,8411,297,3079,245,569 ― 9,245,569

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

207,832 1,867 196,435406,135(406,135) ―

計 5,487,2522,670,7091,493,7439,651,704(406,135)9,245,569

営業利益 50,404 26,019221,981298,404106,506404,911

　

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

　

　
日本
(千円)

米国　
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

3,836,7901,336,379811,9965,985,165 ― 5,985,165

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

106,302 286 127,054233,643(233,643) ―

計 3,943,0921,336,665939,0516,218,809(233,643)5,985,165

営業利益又は営業損失(△) △44,069△80,251 42,974△81,346 67,595△13,751
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前第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　

　
日本
(千円)

米国　
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

10,374,4074,798,8532,315,71217,488,973 ─ 17,488,973

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

472,083 3,649 405,877881,610(881,610) ─

計 10,846,4904,802,5032,721,59018,370,584(881,610)17,488,973

営業利益 90,723 63,516371,839526,079242,448768,528

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　

　
日本
(千円)

米国　
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

7,428,0862,633,5081,587,29611,648,891 ─ 11,648,891

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

270,319 423 252,709523,452(523,452) ─

計 7,698,4052,633,9311,840,00612,172,343(523,452)11,648,891

営業利益又は営業損失(△) △257,627△147,83159,241△346,217140,947△205,270

　
(注) １　国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

(1) 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

(2) 各区分に属する主な国又は地域

アジア……タイ、マレーシア、中国 

２　会計方針の変更

　　(前第２四半期連結累計期間)

　　　「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を第１

四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法(収益性の低下による簿価切下げの

方法)に変更しております。

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益は日本が25,759千円増

加しております。
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　

　 北米 アジア 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 2,667,603 1,308,377 3,975,980

Ⅱ　連結売上高(千円) 　 　 9,245,569

Ⅲ　連結売上高に占める海外
　　売上高の割合(％)

28.9 14.1 43.0

　

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

　

　 北米 アジア 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 1,301,087 854,224 2,155,311

Ⅱ　連結売上高(千円) 　 　 5,985,165

Ⅲ　連結売上高に占める海外
　　売上高の割合(％)

21.7 14.3 36.0

　

前第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　

　 北米 アジア 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 4,796,470 2,342,943 7,139,414

Ⅱ　連結売上高(千円) 　 　 17,488,973

Ⅲ　連結売上高に占める海外
　　売上高の割合(％)

27.4 13.4 40.8

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　

　 北米 アジア 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 2,563,912 1,672,675 4,236,587

Ⅱ　連結売上高(千円) 　 　 11,648,891

Ⅲ　連結売上高に占める海外
　　売上高の割合(％)

22.0 14.4 36.4

　
(注) １　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

２　国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域

(1) 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

(2) 各区分に属する主な国又は地域

北米……米国、カナダ

アジア……タイ、マレーシア、中国

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 903.17円
　

　 　

　 892.43円
　

　

(注) １株当たり純資産額の算定上の基礎

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 18,692,441 18,409,925

純資産の部の合計額から控除する金
額(千円)
少数株主持分

 
614,944

 
547,163

普通株式に係る純資産額(千円) 18,077,496 17,862,762

普通株式の発行済株式数(千株) 20,111 20,111

普通株式の自己株式数(千株) 96 95

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数(千株)

20,015 20,015

　

２　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

　

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 15.50円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

─
　

１株当たり四半期純損失金額 13.06円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

─

　

(注) １．当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式がないため記載しておりません。なお、前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定

上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益
又は四半期純損失(△)(千円)

310,255 △261,386

普通株式に係る四半期純利益
又は四半期純損失(△)(千円)

310,255 △261,386

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 20,016 20,015
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第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 6.06円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

─
　

１株当たり四半期純損失金額 5.33円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

─

　

(注) １．当第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式がないため記載しておりません。なお、前第２四半期連結会計期間の潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定

上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益
又は四半期純損失(△)(千円)

121,200 △106,776

普通株式に係る四半期純利益
又は四半期純損失(△)(千円)

121,200 △106,776

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 20,016 20,015

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のもの

については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っておりますが、当四半期連結会計期

間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載して

おりません。
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２【その他】

第68期(平成21年４月１日から平成22年３月31日まで)中間配当については、平成21年11月11日開催の取

締役会において、これを行わない旨を決議いたしました。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

　

平成20年11月７日

タイガースポリマー株式会社

取　締　役　会　御　中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　白　井　　　弘　　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　溝　口　聖　規　　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているタイ

ガースポリマー株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会

計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から

平成20年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、タイガースポリマー株式会社及び連結子会社

の平成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累

計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

　

平成21年11月６日

タイガースポリマー株式会社

取　締　役　会　御　中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　白　井　　　弘　　　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　溝　口　聖　規　　　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているタイ

ガースポリマー株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会

計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、タイガースポリマー株式会社及び連結子会社

の平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累

計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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